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1. はじめに 

2020年夏にスタートした「日本の美しい色風景」プロジ

ェクトは，身近な生活環境の中から多様な美しさをノミ

ネートする活動である．本研究では，その色風景データ

を用いて美しさの種類や感性構造を分析し，季節や地域

による美しさの差異や色彩的な特徴について比較を試み

ている．美しさの感性構造や判定基準は対象の種類によ

って変わる可能性があるため，まず対象物の分類を行う．

次に，国際芸術祭「あいち 2022」のまちなか会場であっ

た一宮・常滑・有松の 3地域の色風景を対象に印象評価実

験を実施し，各地域の美しさや感性構造の特徴を調べる． 

2. 実験方法 

サイト内にある 313件の色風景データを分類したところ，

半数以上が街の景観であることがわかった．そこで今回，

3地域（一宮・常滑・有松）の景観を研究題材とし，SD法

（5 段階）を使って印象評価実験を行うことにした．評価

対象は，計18件（3地域の色風景データから各6件），評

価用語は景観評価によく使われる20対（表1）を選定して

用いた．被験者に提示する情報は，その色風景の推薦者

が申告したタイトル，美しいと感じる理由や思い出，色

風景を表す写真画像の 3点とし（図 1），18件のの評価順

はランダムとした．被験者は日本色彩学会員（色彩の専

門家）28名に評価を依頼し回答の協力を得た． 

3. 実験結果 

SD法で得られた結果を主成分分析したところ，「動的

な」「自由な」など動きに関わる主成分と，「涼しい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「細かい」などの静的イメージに関する主成分の 2つによ

り約60%の説明がつくことがわかった．また，地域別の主

成分（寄与率1 0%以上）の結果（表 2）によると，一宮と

有松は上位に“動き” “明るさ” “コントラスト”が現

れる共通性があり，常滑は“単純性”“先進性”に続い

て“整然性”が現れるなど，感性構造が異なっているこ

とがわかる． 

図 2は，横軸を主成分 1，縦軸を主成分 2とする 2次元

平面上に，20 の評価用語の因子負荷量（上段）および 18

の色風景の主成分得点（下段）を布置したものである．

「美しい」に距離が近い評価用語を見ると，一宮は「コ

ントラストのある」，常滑は「整然とした」，有松は

「穏やかな」「静的な」であるなどの違いが読み取れる．

さらにその座標の近くに布置された写真画像を見ると，3

地域それぞれを象徴する美しさのイメージが確認できる. 

4. まとめ 

SD法による評価実験と主成分分析から，3地域の感性構

造や美しさの特徴を確認できた．今後は，対象を別の地

域や多様な種類の色風景データに拡張し，美しさを普遍

美と固有美に分けたモデル化も検討する予定である．ま

た，美しさを感じる要因は，色彩だけでなく，素材，形

状，配置などの総合的なバランスが関係している可能性

が高いこと，さらに，対象と観察者との関係性にも依存

することなどを考慮して分析する必要がある． 
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表 2 主成分分析（地域別）の結果 

図 1 評価画面の一例 

表 1 評価用語一覧 

b) 常滑 a) 一宮 c) 有松 

図 2 評価用語と写真画像の位置づけ 
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